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三江線から考える、地域における公共交通の在り方

ここが若者の出番

　私たちジャーナリズムプログラム松田ゼミは、８月

28～31日にかけて島根県で取材合宿を行いました。リ

ポート第１弾では地域活性化に尽力する若者と、来年３

月に廃止される、島根県と広島県の山間地域をつなぐ

三江線について取り上げます。島根県の強みや課題を

対処するために活動する人々を４日間追いました。
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訪れたからわかる。 
島根の今とこれから
松田ゼミ  取材合宿リポート

江
津

ご
う
つ

江
津
本
町

ご
う
つ
ほ
ん
ま
ち

千
金

ち
が
ね

粕
淵

か
す
ぶ
ち

浜
原

は
ま
は
ら

石
見
川
越

い
わ
み
か
わ
ご
え

鹿
賀

し
か
が

因
原

い
ん
ば
ら

石
見
川
本

い
わ
み
か
わ
も
と

木
路
原

き
ろ
は
ら

竹た
け 乙

原
お
ん
ば
ら

石
見
簗
瀬

い
わ
み
や
な
ぜ

明
塚

あ
か
つ
か

川
平

か
わ
ひ
ら

川
戸

か
わ
ど

田
津

た
づ

広島市

広島県

島根県

三次市

江津市

松江市

三江線



HAKUMON Chuo NO.254 19

FLPジャーナリズムプログラム松田ゼミ

口羽駅に停車中の三江線
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美しい江の川

三江線から考える、
地域における公共交通の
在り方

木田勇哉（法学部2年）

大自然の中にある三江線

　なぜ、こんなところに鉄道が…？

　広島県の三次駅から島根県の宇

都井駅までの路線を、車と鉄道で調

査をした私の素直な感想がこれ

だった。

　多くの山々に囲まれ、美しい江の

川に沿って線路がひかれている。沿

線には、家は数えるほどしかない。こ

のような環境の中を駆け抜けている

鉄道が、2018年4月1日に廃止され

る三江線である。

　「鉄道」といえば、首都圏に住む

人々は山手線や埼京線などの満員

電車や東海道新幹線のように速く

て、本数もたくさん出ている鉄道を思

い浮かべるかもしれない。しかし、三

江線はすべて逆。車内はガラガラ、遅

い上に、一日５本しか走っていない。

　島根県の江津市と、広島県の三次

市を結ぶ三江線は、1975年に全線

開通と比較的歴史は浅い。しかし開

業した当初から江津と三次の間の移

動は道路利用が多く、また江津と三次

を遠回りでつないでいる点から、山陰

地方と山陽地方を結ぶ架け橋として

の役割を十分に果たせなかった。

バス転換される三江線

　「拠点間の大量輸送、これが鉄道

の特性というふうに理解しているの

ですけれど、それが三江線では発揮

できていない」

　山陰地域復興本部のJR社員、国

森浩さんはデータを用いてこう主張

する。

　「旅客輸送密度」という概念があ

る。１㎞あたりで一日に乗車する乗

客の数を表す数値だ。日本一の旅客

輸送密度を誇る山手線は１㎞あたり

100万人。それに対して三江線は

たったの83人（2016年）。これは一

本の列車に10人も乗っていない計

算になる。（ちなみに旅客輸送密度

が2000人で元が取れる）

　この数字からもわかるように、三江

線は利用者が非常に少ない。三江線

の利用者は少子高齢化に加え、三江

線沿線の幹線道路の発展に伴う

モータリゼーションの結果、JR発足

当初から80％も減っている。また三

江線は高校生や車がつかえない年

配の人、いわゆる「交通弱者」の人が

多く利用しており、三江線の利用区

間も短い。以上の理由から、現在の

利用状況に即した柔軟な運営がで

きるバスへ三江線は転換される。そ

してバスは、JRではなく地元自治体

によって経営されることになる。こう

した状況を、自治体はどう受け止め

ているのか。三次市役所の定住対

策・暮らし支援課の呑谷巧さんはこう

語った。

　「三江線の代わりにバスを走らせ

れば、本数も増えて利用者には逆に

いいことなのかもしれない。でも、地

元自治体としての負担は大きい」

　三次市は三江線の代替交通とし

てバスを一日15便走らせる計画だ。

　私は14時11分、三次駅発口羽行

きの普通列車に乗ってみたが、乗車

人数は4人。しかもそのうち3人は生

活利用者ではなく、廃止される三江

線に乗ることを目的に乗車していた

人々であった。唯一の生活利用者で

あったおばあさんは三次市の病院へ

のんたに・たくみ



FLPジャーナリズムプログラム松田ゼミ

一両編成で疾走する三江線

ここが若者の出番 石田彩香（商学部４年）

　島根県には“天国に一番近い里”

がある。県西部に位置する邑智郡邑

南町の川角集落だ。８戸13人が暮ら

すこの集落は全員が60歳超え、平均

年齢は80歳、高齢化率100％。標高

も高いことから、住民自ら名乗り始め

た。 

　もう一つ、“天国に一番近い里”と

言われる理由がある。それは、約2500

本の花桃が広がる桃源郷があるか

らだ。見頃を迎える４月には美しい

景色を求め、約8,000人もの人々が

この地を訪れる。　　　　　 

　現在、この川角集落は限界集落と

なり、空き家や耕作放棄地が目立つ

状態だ。ここを島根県の新たな観光

地として生き返らせた背景には、地

域の人に寄り添い、地域活性化のた

め精力的にボランティア活動を行う

若者たちの存在がある。 

 あくまで主役は地域住民 

　“島大Spirits!”は、島根大学の学生

がボランティア活動を通じて、地域と

のコミュニティ創造を行う地域活性

化サークルである。2017年４月に開

行った帰りであった。

　利用者の減少、幾度の自然災害…

三江線に対して、ネットや島根大学

教授たちの中では廃止に対して反対

もあったが、今回の取材を通しては

「廃止は仕方がない」という雰囲気

が感じられた。大自然の中を走って

きた鉄道はバスに転換されるが、バ

ス運営に関しては、三次市役所の呑

谷さんが言っていた「地元自治体の

金銭的な負担」の存在、それに加え

てバス運行になったあとも経営赤字

が継続すれば鉄道の代わりに地元

住民の「足」となっていたバスです

ら、なくなる可能性もある。しかもバ

スは鉄道とは違い撤退が容易だ。

地方交通の在り方

　このような話は三江線のみに当て

はまるわけではない。北海道でもJR

北海道が2016年11月に「単独では

維持困難」な路線、つまり廃止を検

討している路線を挙げている。具体

的には、北海道の骨格路線である宗

谷本線（名寄～稚内）や花咲線（釧路

～根室）などを含めた8区間で、その

総距離は北海道の鉄道路線のおよ

そ３分の１に達する。少子高齢化が

日本全体で進行している中、廃線対

象になる路線は今後増えていくこと

が予想される。

　地域社会に住む住民すべてが納

得できる政策を行うことは難しい。し

かし、「自分たちの地域における地域

交通において、何が最善か」を議論

することは、その地域住民も含めて、

多くの時間をかけて話し合うことが

必要であると考える。地元住民は、代

替交通に「利用したいときに利用で

きるように、便数の増便」を望んでい

る。

　残念ながら三江線は廃止されてし

まうが、その代替交通となるバスは、

地域住民の多くが利用したいと思え

る交通になることを祈っている。

おお ち　ぐん おお

なんちょう かいずみ
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